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<セル値>

500.0 以上

200.0 以上 - 500.0 未満

100.0 以上 - 200.0 未満

50.0 以上 - 100.0 未満

30.0 以上 - 50.0 未満

20.0 以上 - 0.0 未満

10.0 以上 - 0.0 未満

0.0 以上 - 10.0 未満

最大波圧（kN/m2）

最大浸水深時の
波圧を算出

建築物の形状・高さをモデル化し、対象物に
作用する外力（浸水深・波圧等）を予測する

海域からの津波の
進行方向
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縦断距離（km）

河床高(m)

最大津波水位(m)

堤防高（m）

上流
津波遡上計算より河川距離別の津波水位と堤防高を整理
堤防の耐津波点検照査に活用

河道形状を横断測量
より詳細にモデル化

海域からの津波の
進行方向

河川水位分布図河川縦断水位分布
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■概要

■条件

■解析

・津波計算より、河川・漁港施設前面の津波高・流速を算出

・河川・漁港施設に合わせて詳細メッシュデータを再構築

・建物への耐津波波圧・波力を検討

・構造物廻りの津波遡上の精密な検討は、数値波動水路法で計算可能

解析事例；耐津波施設検討解析

津波計算条件（初期水位・粗度・地形） 、地形データ（深浅測量、河川横断測量等）、

構造物高さデータ(施設台帳等)、潮位条件など

●解析結果イメージ①：河川津波遡上シミュレーション

河川津波遡上計算を実施し、河川堤防耐震点検検討に必要な河川外水位を整理

●解析結果イメージ② ：津波浸水遡上シミュレーション

個別建物に対する耐津波検討に活用

○漁港・港湾施設の耐津波安定性検討や機能強化検討に活用

○河川津波遡上による破堤箇所の推定(越流時破堤) や堤内地への浸水被害等

○公共施設等への耐津波影響検討

■事例


	スライド 1: 解析事例；耐津波施設検討解析 

